
侍 浜 町 振 興 協 議 会 広 報 　 海　 鳴 　 昭和56年３月７日第３種郵便認可 〈一部20円〉 毎月一日発行　平成28年11月１日（第522号）

〔裏面記事〕

•石巻市侍浜を訪ねる旅

•サ高住「さむらい」
  新築落成祝賀会

•すこやかさん

•お知らせ

〔編集・発行〕
侍浜町振興協議会
侍 浜 公 民 館
（☎0194－58－2110）

　

第
十
一
回
久
慈
市
長
旗
争
奪

野
球
大
会
兼
第
四
十
二
回
ち
び

っ
こ
野
球
大
会
が
、十
月
一
日
、

二
日
両
日
開
催
さ
れ
、
侍
浜
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
浅
水
博
光
監

督
、
谷
崎
佑
晟
主
将
、
団
員
二

十
四
名
）
が
見
事
優
勝
を
飾
っ

た
。
昭
和
六
十
三
年
、
現
在
コ

ー
チ
を
務
め
る
桑
田
正
勝
さ
ん

の
選
手
時
代
と
平
成
元
年
に
続

き
三
回
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。

　

侍
浜
は
二
回
戦
大
川
目
わ
か

ば
に
九
対
二
で
コ
ー
ル
ド
勝
ち

し
二
日
目
の
準
決
勝
に
駒
を
進

め
た
。
相
手
は
、
直
前
の
大
会

で
惜
敗
し
た
久
慈
湊
オ
リ
オ
ン

ズ
。
序
盤
か
ら
緊
迫
し
た
試
合

展
開
に
。
湊
先
発
の
速
球
に
侍

浜
打
線
は
得
点
で
き
ず
、
苦
し

い
展
開
。
侍
浜
先
発
の
浅
水
琉

夢
投
手
も
粘
り
強
い
投
球
を
し

て
い
た
が
、
四
回
表
と
五
回
に

失
点
し
二
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
。

五
回
裏
に
侍
浜
が
反
撃
開
始
。

田
村
渉
選
手
と
東
洸
希
選
手
の

ヒ
ッ
ト
で
二
死
二
、
三
塁
の

チ
ャ
ン
ス
。
谷
崎

佑
晟
選
手
が
バ
ッ

タ
ー
の
時
、
相
手

投
手
の
暴
投
で
田

村
選
手
が
ホ
ー
ム

イ
ン
し
一
点
を
返

し
た
。最
終
回
裏
、

後
が
な
い
侍
浜

は
、
大
坪
凌
太
選

手
の
内
野
安
打
な

ど
で
一
死
三
塁
の

チ
ャ
ン
ス
。
浅
水

拓
人
選
手
が
鮮
や

か
に
ス
ク
イ
ズ
を

決
め
土
壇
場
で
同

点
に
追
い
つ
い

た
。
無
死
満
塁
か

ら
始
ま
る
特
別
延

長
戦
に
入
り
、
侍

浜
は
こ
の
回
か
ら

登
板
の
越
戸
大
我
投
手
が
、
二

つ
の
三
振
を
奪
う
な
ど
素
晴
ら

し
い
投
球
を
見
せ
て
無
失
点
で

切
り
抜
け
た
。
そ
の
裏
侍
浜
も

二
死
ま
で
得
点
で
き
な
か
っ
た

が
、
好
リ
リ
ー
フ
を
見
せ
た
越

戸
選
手
が
セ
ン
タ
ー
前
に
弾
き

返
し
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め

た
。

　

決
勝
戦
は
、
久
慈
フ
ァ
イ
ヤ

ー
ズ
と
対
戦
。
前
の
試
合
で
自

信
を
つ
け
た
侍
浜
は
、
攻
守
で

相
手
を
圧
倒
。
主
砲
吉
田
大
雅

選
手
を
中
心
と
し
た
打
線
の
繋

が
り
。
谷
崎
捕
手
、
大
久
保
遥

人
三
塁
手
を
中
心
に
堅
い
守
り

と
緊
迫
し
た
場
面
で
ラ
イ
ト
に

入
っ
た
谷
崎
稜
真
選
手
。
出
場

し
た
選
手
全
員
が
六
年
生
で
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
も
よ
く
、
六
対
二

で
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。
表
彰

式
で
は
、
二
つ
の
優
勝
旗
と
、

一
人
ひ
と
り
に
優
勝
メ
ダ
ル
が

贈
ら
れ
た
。

　

天
高
く
最
高
の
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
、
第
六
回
あ
ん
も
っ
こ
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

十
月
十
五
日(

土)

横
沼
漁
村

緑
地
広
場
及
び
旧
麦
生
小
中
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
侍
浜
各
地
を
は
じ

め
、
山
形
、
新
井
田
、
大
川
目

か
ら
総
勢
六
十
四
名
が
参
加
し
、

三
十
二
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
男
子
二
十
四

本
、
女
子
十
三
本
な
ど
、
ハ
イ

レ
ベ
ル
の
大
会
と
な
っ
た
。
優

勝
は
、
男
子
の
部
が
秋
田
良
逸

選
手
（
本
町
）
が
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
三
本
な
ど
好
ス
コ
ア
を
マ

ー
ク
。
女
子
の
部
は
越
戸
ト
ミ

エ
選
手
（
横
沼
）
が
、
ス
コ
ア

八
十
（
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
一

本
）。
上
位
成
績
は
次
の
通
り
。

〇
男
子
の
部

第
一
位　

秋
田　

良
逸（
本
町
）

　
　
　
　
　

七
十
二（
㋭
三
本
）

第
二
位　

桑
田　

辰
治（
堀
切
）

　
　
　
　
　

七
十
九（
㋭
三
本
）

第
三
位　

坂
下　

信
義（
山
形
）

　
　
　
　
　

七
十
九（
㋭
二
本
）

第
四
位　

工
藤
扇
一
郎（
山
形
）

　
　
　
　
　

八
十
一（
㋭
一
本
）

第
五
位　

小
向　

栄
吉（
白
前
）

　
　
　
　
　

八
十
三

〇
女
子
の
部

第
一
位　

越
戸
ト
ミ
エ（
横
沼
）

　
　
　
　
　

八
十　

（
㋭
一
本
）

第
二
位　

近
藤　

良
子（
山
形
）

　
　
　
　
　

八
十
二

第
三
位　

大
坪
由
美
子（
横
沼
）

　
　
　
　
　

八
十
三（
㋭
二
本
）

第
四
位　

桑
田
ト
シ
エ（
堀
切
）

　
　
　
　
　

八
十
五（
㋭
一
本
）

第
五
位　

田
畑　

ト
メ（
新
井
田

）

　
　
　
　
　

八
十
八（
㋭
一
本
）

（
敬
称
略
）

　43回目の「侍浜町民文化祭」が、実行委員会
を組織して11月12日（土）、13日（日）の２日間、
侍浜公民館、侍浜体育館を会場に開催します。

展示部門　12日、13日　９時〜19時
　　　　　　（13日は13時まで）
食堂部門　12日、13日　10時〜15時
　　　　　　（13日は正午まで）
即売部門　12日、13日　10時〜15時
　　　　　　（13日は屋外販売のみ）
舞台部門　13日　13時30分〜
体験部門　13日　10時〜11時30分、
　　　　　　　　12時30分〜15時　
（ツリーイング体験は、悪天候の場合中止）

※お問い合わせは、実行委員会事務局

  侍浜公民館　TEL 58−2110 まで

第43回侍浜町民文化祭

《お問い合わせ》久慈拓陽支援学校　℡ 0194 − 58 − 3004
　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：下平  弥生）

【第８回  拓陽祭】のお知らせ

立木売却に係る山案内及び入札会について
総代会でお示ししておりました立木（ホダ木用雑木）の売却を

　　　次の日程で行います。

１　山 案 内　日　　時：平成 28 年 11 月 20 日（日）　午後１時
　　　　　　　集合場所：久慈地方森林組合木材流通センター
　　　　　　　　　　　　（侍浜町堀切〜角柄間の道路沿い）
２　入 札 会　日　　時：平成 28 年 11 月 27 日（日）　午後１時 30 分
　　　　　　　会　　場：侍浜牧野農業協同組合事務所
３　入札参加資格（条件）
　　　　　　  （1）侍浜牧野農業協同組合組合員であること。
　　　　　　  （2）椎茸原木栽培者で個々の栽培に称するもの。
　　　　　　  （3）ホダ木販売を目的としない者。
　　　　　　  （4）その他入札に係る条件等は入札会当日にお示します。

〜侍浜牧野農業協同組合からのお知らせです〜

【第８回  拓陽祭】のお知らせ

　久慈拓陽支援学校「第８回 拓陽祭」を下記の日程で開
催します。ステージ発表の他、作業製品等の販売も予定し
ておりますので、どうぞ、お気軽にご来場ください。

１　日　時　　平成28年11月12日 (土 )
　　　　　　　　　９：20〜 14：50

２　場　所　　岩手県立久慈拓陽支援学校
３　内　容
　　　(1) ステージ発表　 ９:20 〜 12:00（本校体育館）
　　　(2) 作 品 展 示　 ９:20 〜 14:50

（本校舎美術室、高等部棟）
　　　(3) 作業製品販売　12:00 〜 14:00

（高等部：会議室）
　　　　　　　　　　　　13:00 〜 13:30

（中学部：体育館）
　　　(4) 喫茶軽食部門　12:00 〜 14:00（高等部棟２階）
　　　(5) ＰＴＡバザー　12:00 〜 12:40（プレイルーム）
　　　(6) 外部団体販売　12:00 〜 14:00（本校体育館）

第６回 あんもっこ杯
グラウンドゴルフ大会

開催される

侍
浜
ス
ポ
少

久
慈
市
長
旗
野
球
大
会
で

優
勝
を
飾
る

11月12日（土）・13日（日）開催

　　11月12日（土）・13日（日）
10：00〜14：00

 

文
化
祭
と

　
同
日
開
催

農山漁村振興交付金事業「侍（SAMURAI）ブランドプロジェクト」

侍マルシェ（SAMURAI MARCHE）
〜侍浜町の市場〜
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侍
浜
公
民
館
（
四
役
喜
吉
館

長
）
と
侍
浜
町
老
連
（
桑
田
和

雄
会
長
）
で
は
石
巻
市
侍
浜
方

面
へ
研
修
共
催
事
業
を
実
施
。

　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
三
日

（
木
）、
日
帰
り
で
宮
城
県
石
巻

市
侍
浜
を
会
員
ら
三
十
四
名
が

訪
ね
ま
し
た
。

　

侍
浜
は
牡
鹿
半
島
に
あ
り
、

近
く
に
は
支
倉
常
長
が
伊
達
政

宗
の
命
を
受
け
て
、
外
国
（
ス

ペ
イ
ン
、
ロ
ー
マ
）
に
出
航
し

た
港
が
あ
り
ま
す
。
船
を
造
る

た
め
に
外
国
人
や
侍（
武
士
）が

住
ん
で
い
た
の
で
「
侍
浜
」
と

い
う
地
名
に
な
っ
た
と
の
説
が

あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
ほ
か
の

説
も
あ
る
と
か
。
出
迎
え
の
木

村
眞
二
石
巻
市
萩
浜
支
所
公
民

館
長
か
ら
「
侍
浜
」
の
名
称
由

来
、
地
区
の
概
況
、
特
に
も
大

津
波
の
被
害
状
況
な
ど
を
詳
し

く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

若
い
頃
に
、
漁
師
と
し
て
久

慈
侍
浜
方
面
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
話
す
杉
浦
義
信
侍
浜
区

長
さ
ん
の
歓
迎
の
挨
拶
は
親
し

み
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

　

石
巻
市
「
侍
浜
」。
五
年
前

の
東
日
本
大
震
災
で
は
高
さ
二

十
㍍
の
津
波
が
押

し
寄
せ
た
。
防
波

堤
、
漁
港
、
家
屋
、

人
的
被
害
等
か
ら

見
事
に
復
興
。
十

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

「
さ
む
ら
い
」
の
新
築
落
成
祝

賀
会
が
、
十
月
十
九
日(

水)

午
後
六
時
よ
り
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー

ク
カ
ワ
サ
キ
で
、
関
係
者
百
二

十
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

　

開
会
に
続
き
社
団
法
人
「
侍

浜
福
祉
会
」
久
慈
義
昭
理
事
長

が
、『
こ
の
た
び
、
私
ど
も
は

高
齢
者
福
祉
の
一
助
に
な
れ
ば

と
、
国
の
制
度
を
活
用
し
て
高

齢
者
専
用
住
宅
「
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
住
宅
（
サ
高
住
）」

を
建
設
し
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。
建
設
に
際
し
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
住
宅
は
、「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
構
造
」
に
な
っ
て
お

・
一
日　
　

市
政
懇
談
会

・
二
日　
　

侍
浜
中
進
路
学
習

講
座

・
三
日　
　

文
化
の
日

・
六
日　
　

も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
駅

伝

・
七
日　
　

立
冬

・
九
〜
一
五
日　

秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動

・
九
日　
　

久
慈
市
小
学
校
音

楽
発
表
会
（
侍
浜

小
三
・
四
年
出
演
）

・
一
〇
日　

健
康
相
談
日

・
一
一
日　

侍
浜
中
授
業
参
観

日
、
思
春
期
講
演

会
、
進
路
相
談
日

・
一
二
〜
一
三
日　

「
侍
マ
ル

シ
ェ
」・
侍
浜
町
民

文
化
祭

・
一
二
〜
一
三
日　

県
中
学
校

新
人
大
会
（
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
出
場
）

・
一
二
日　

拓
陽
支
援
学
校

「
拓
陽
祭
」

・
一
四
日　

久
慈
市
中
学
校
音

楽
発
表
会

・
一
五
日　

七
五
三

・
一
六
日　

侍
浜
小
就
学
時
健

診

・
一
八
日　

久
慈
地
区
住
民
健

診
（
侍
浜
地
区
）

・
一
九
日　

県
中
学
校
新
人
大

会（
柔
道
部
出
場
）

・
二
〇
日　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
会

・
二
三
日　

勤
労
感
謝
の
日

・
三
〇
日　

健
康
相
談
日

・
三
〇
日　

侍
浜
中
薬
物
乱
用

防
止
講
座

お
知
ら
せ

〇
十
一
月
（
霜
月
）

り
、「
安
否
確
認
」「
生
活
相
談
」

な
ど
、
健
康
な
方
も
介
護
を
必

要
な
方
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
福
祉
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
地
域
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。』
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
公
務
で
東
京

出
張
の
遠
藤
久
慈
市
長
に
代
わ

り
中
居
副
市
長
が
あ
い
さ
つ
、

鏡
開
き
が
行
わ
れ
祝
宴
と
な
っ

た
。

　

十
月
号
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
こ
の
住
宅
は
十
一
月
一
日

か
ら
入
所
開
始
と
な
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
（
六
四
）

一
二
三
四　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
さ
む
ら
い
ま
で
。

月
十
三
日
、
初
出
荷
か
ら
三
日

目
。
岸
壁
前
の
共
同
処
理
場
で

は「
石
巻
侍
浜
ブ
ラ
ン
ド
か
き
」

の
殻
む
き
作
業
の
真
っ
最
中
で

し
た
。

　

首
都
圏
方
面
へ
の
出
荷
額
は
、

一
日
平
均
五
十
〜
六
十
万
円
の

稼
ぎ
。
侍
浜
の
組
合
員
さ
ん
ら

が
見
せ
る
作
業
中
の
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。
忙
し
い
中
、
岸

壁
で
歓
迎
の
「
か
き
の
炭
火

焼
」。
そ
の
香
ば
し
い
匂
い
に

誘
わ
れ
、「
ぷ
り
ぷ
り
の
か
き
」

に
か
ぶ
り
つ
き
な
が
ら
石
巻
市

侍
浜
漁
師
の
皆
さ
ん
と
久
慈
市

侍
浜
で
の
再
会
を
約

束
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
侍
浜
、

月
浦
へ
移
動
。
一
六

一
三
（
慶
長
十
八
）

年
、
遥
か
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
と
渡
っ
た
サ

ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ

テ
ィ
ス
タ
号
復
元
船

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見

学
。
四
百
年
前
の
慶

長
使
節
の
歴
史
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
う
一
つ

の
侍
浜
石
巻
。

　

わ
が
ふ
る
さ
と
久

慈
市
侍
浜
。
明
日
へ

と
希
望
あ
ふ
れ
る
広

が
り
を
覚
え
た
交
流

視
察
研
修
の
旅
で
し

た
。
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いしざき
  しょうとさん
　　  （３歳）

浜坂  テルさん
　  （84歳）

はやしざき
  とうまさん
　　 （４歳）

ふなわたり
 　 なおさん
　　  （３歳）

しもむかい
  みのりさん
　  （５歳）

たむら
  まいさん
　  （２歳）

とざと
  りょうがさん
 　　（３歳）

たなか
  りくさん
 　 （６歳）

おおむかい
  　まおさん
　  　（６歳）

すがわら
  こうみさん
　　 （２歳）

こむかい
  りくさん
    （５歳）

ふなわたり
      まきさん
　　   （４歳）

すなさわ
 ゆきひろさん
　  （４歳） こむかい

  ららさん
    （３歳）

こえと
  あらたさん
　  （１歳）

おおつぼ
  かえでさん
　  （１歳）

サ高住「さむらい」
新築落成祝賀会 盛大に開催

「
も
う
一
つ
の
侍
浜  

石
巻
市
侍
浜
」を
訪
ね
る
旅

侍
浜
地
区
漁
師
さ
ん
ら
と
親
し
く
交
流


